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レノボ製品導入事例

研究室の新規立ち上げに伴い
短納期で「ThinkStation P620」を導入し
プロセスシステム工学の研究を効率化

プロセスシステム工学を専門とする東京農工

大学の金准教授の研究室では、2022年4月

に、「AMD Ryzen Threadripper PRO」をCPU

として採用したレノボ・ジャパンのワークステー

ション「ThinkStation P620」を3台導入。

幅広いシミュレーションをストレスなく実行で

きる研究環境を学生たちに提供できるように

なりました。

金准教授はプロセスシステム工学

研究室の立ち上げに伴い、ハイス

ペックなワークステーションの導

入を検討。予算管理のスケジュー

ル上、短納期での機器導入が求め

られていた。

●コストパフォーマンスが高く、

CPU性能にも優れたAMD Ryzen 

Threadripper Pro 搭載のLenovo 

ThinkStation P620を選定

●即納が可能な大学生協を通し

てワークステーションを検討

●ThinkStation P620新規導入に

よって、シミュレーションに利用す

るMATLABの快適な処理が実現
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学技術計算を行うことができ、大学および大学院

の研究室でさまざまなシミュレーションに活用さ

れています。

　

　金准教授の東京農工大学への赴任に伴い、新し

く研究室を立ち上げることになり、早急に設備を整

える必要がありました。選定の時間や予算消化のリ

ミットも近づいていたということもあり、金准教授

は大学生協が配布しているパンフレットのライン

アップからワークステーションを選定することにし

ました。

　「大学の特性上、期限内に予算を消化する必要

　2021年に東京農工大学に着任した金尚弘准教

授の研究室では、「プロセスシステム工学」を専門

としています。

　プロセスシステム工学とは、さまざまな物質や製

品の生産プロセス一般において、計画や開発、設

計、建設、運用、廃棄といったライフサイクル全体も

しくは各段階をモデル化するとともにシミュレー

ションし最適化して体系化していく学問です。その問

題解決には計算機（コンピューター）の導入が必須

となります。今回、金准教授は自研究室に「Lenovo 

ThinkStation P620」を3台導入し、運用を開始しま

した。

　同研究室では、シミュレーションの処理ソフト

ウェアとして主に「MATLAB（マトラボ）」を使用して

います。MATLABは米・MathWorks社が開発してい

る数値解析ソフトウェアで、行列計算やベクトル演

算、グラフ化や3次元表示といった豊富なライブラ

リをもつインタプリタ形式のテクニカルコンピュー

ティング環境です。C言語やFORTRANといった従来

のプログラミング言語よりも容易かつ短時間で関

今回のThinkStation P620の導入によって、
高度な研究のシミュレーションにも対応できるような
研究環境を構築できました
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プロセスシステム工学の研究に欠かせない
計算機として高性能ワークステーションを検討

「即納」のメリットを享受できる
大学生協経由のワークステーション導入を決意
AMDのCPUならではのコストパフォーマンスも評価



があるため、当該製品を在庫していれば即納でき

る大学生協のパンフレットからワークステーション

を選定することにしました。世界的な半導体不足を

ニュースなどで聞いており、スケジュール通り納入

できるか不安視していたため、即納のメリットはと

てもありがたかったです」（金准教授）

　ThinkStation P620の選択に至った大きな理由

は、コストパフォーマンスが他製品より優れている

という点にあります。ThinkStation P620にはCPU

として「AMD Ryzen Threadripper Pro」が搭載さ

れており、それがコストにも影響を与えています。

　なお、AMD Ryzen Threadripper Proは、最大64

コア/128スレッドの処理能力を備え、レンダリング

シミュレーションやAI/深層学習などにも高いパ

フォーマンスを発揮。さらにグラフィックカードに

「NVIDIA RTX A6000」を最大2枚搭載することでよ

り高速処理を実現します。また、Threadripper Pro

はシングルコア設計であるため、搭載ワークステー

ションのコストダウン実現はもちろんのこと、デス

クトップPCくらいの筐体サイズに収めることが可

能になります。

　「他社CPUと比較したとき、CPUのクロック数に

対するコストパフォーマンスが優れていたことも、

ThinkStation P620選択のポイントの1つでした。

さらに、学生たちが使用する研究室に複数台置くこ

とになるため、筐体サイズのコンパクト性も魅力的

でした」（金准教授）

　また、MATLABの存在もThinkStation P620の大

きな選定ポイントとなっています。

　「MATLABを利用するにあたり、シミュレーション

する対象が原子レベルのこともあれば、製品レベ

ル、プラントレベルというようなこともあります。ま

た、研究室に所属する学生たちが研究を進めるに

あたって、ミスも生まれてくることでしょう。数時間

かかる複雑なシミュレーションの計算なら1日あた

り数回しかトライできないことになりますが、リカ

バリーするのが数十分程度で済むのであれば、そ

れだけトライ&エラーを繰り返せます。学生たちに

よりよい研究環境を提供するためにも、高い処理

能力を持つワークステーションは必須でした」（金

准教授）

　2022年4月にThinkStation P620を導入したばか

りですが、金准教授はThinkStation P620を以下の

ように評価しています。

　「以前に所属していた研究室でも、ワークステー

ションを使ったシミュレーションを行っていました

が、現時点でThinkStation P620と直接比較できる

ものではないので、どれほどの違いがあるか明確

にするのは難しいものの、スペック的に考えて

ThinkStation P620のほうが、処理能力が確実に上

回っているため、シミュレーションをより高速に行

えるようになっているはずです」（金准教授）

学生たちの研究の効率化と
高度な研究に備えた高い計算環境を獲得



一方で、すでに学生たちはThinkStation P620を

使って、実際に燃料電池システムのシミュレーション

など、自身の研究テーマに沿ったシミュレーション

を行っています。

　「ThinkStation P620の性能について、学生たちか

らは『ストレスなくサクサク使えている』『シミュレー

ションが捗った』などといった声をよく聞きます。今

後、ディープラーニングやAIなどを使った高度な研

究を行う可能性もあり、今回のThinkStation P620

の導入によって、高度な研究のシミュレーションに

も対応できるような研究環境を構築できました」（金

准教授）

　金准教授の研究室では、現在は最終製品に近い

領域の生産プロセスを研究していますが、今後はそ

の他の分野への展開も検討しています。

　「今後はより複雑で大規模な計算を必要とする研

究を行う可能性もあります。その点でThinkStation 

P620の導入は現時点で最適だったと確信していま

す。また、実質的にシステムをメンテナンスするのは

私1人なので、故障した際でも迅速に復旧できるよ

う、レノボ・ジャパンには手厚いサポートを期待して

います」（金准教授）
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レノボ・ジャパンのサポートに期待


